
(57)【要約】

【課題】通信端末機の小型化に符合しながらも、多様な

通信サービスを支援するのに充分な構造としてキーを備

え、かつ、キーによるデータ入力エラーを最小限に抑え

るようにキーの動作を制御できる通信端末機を提供する

。

【解決手段】第１ハウジングと、前記第１ハウジングに

対面した状態で結合する第２ハウジングと、前記第１ハ

ウジングに対面した状態での前記第２ハウジングの動き

に応じて、前記第１ハウジング及び前記第２ハウジング

のいずれかに備えられたデータ入力部の動作を遮断（in

terrupt）する制御ユニットと、を備える構成とした。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状 態 で 結 合 す る 第 ２ ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状 態 で の 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ の 動 き に 応 じ て 、 前 記 第 １
ハ ウ ジ ン グ 及 び 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ の い ず れ か に 備 え ら れ た デ ー タ 入 力 部 の 動 作 を 遮 断 す
る 制 御 ユ ニ ッ ト と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状 態 で ス イ ン グ す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ が 一 定 角 度 ス イ ン グ す る ま で 前 記 デ ー タ 入 力
部 の 動 作 を 遮 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ の 動 き が 検 出 さ れ た 時 か ら 一 定 時 間 、 前 記 デ
ー タ 入 力 部 の 動 作 を 遮 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 デ ー タ 入 力 部 は 、 少 な く と も 一 つ の キ ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 高 部 面 及 び 低 部 面 が 形 成 さ れ た 本 体 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 高 部 面 と 前 記 低 部 面 と の 間 の 段 差 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 入 力 部 と 、
　 前 記 低 部 面 に 対 面 し た 状 態 で ス イ ン グ す る 上 部 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ が ス イ ン グ す る か 否 か を 判 定 し 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ が ス イ ン グ し
た と 判 定 し た 場 合 に 、 前 記 第 １ 入 力 部 に よ る 入 力 動 作 を 非 活 性 化 す る よ う に 制 御 す る 制 御
ユ ニ ッ ト を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ の ス イ ン グ が 検 出 さ れ た 時 か ら 一 定 時 間 、 前
記 第 １ 入 力 部 に よ る 入 力 動 作 を 非 活 性 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 通 信 端 末
機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ の ス イ ン グ に よ る 回 転 角 度 が 一 定 水 準 に 達 す
る ま で 、 前 記 第 １ 入 力 部 に よ る 入 力 動 作 を 非 活 性 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載
の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ の 高 部 面 に 第 ２ 入 力 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ の 低 部 面 に 第 ３ 入 力 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ３ 入 力 部 は 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ の ス イ ン グ に よ っ て 開 閉 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 入 力 部 は 少 な く と も 一 つ の キ ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信
端 末 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 低 部 面 に 対 面 す る 面 の 反 対 面 に 、 少 な く と も 一 つ の 出 力 部
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 出 力 部 は 、 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 通 信
端 末 機 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 高 部 面 、 低 部 面 、 及 び こ れ ら 高 部 面 と 低 部 面 と の 間 に 形 成 さ れ 少 な く と も 一 つ の キ ー を
含 む 段 差 面 を 有 す る 本 体 と 、
　 前 記 低 部 面 に 結 合 さ れ 、 該 低 部 面 に 対 面 し た 状 態 で ス イ ン グ す る デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト
と 、
　 前 記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト が ス イ ン グ す る か 否 か を 判 定 し 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト
が ス イ ン グ し た と 判 定 し た 場 合 に 、 前 記 キ ー の 動 作 を 一 時 遮 断 す る よ う に 制 御 す る 制 御 ユ
ニ ッ ト と 、
　 を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 本 体 の 高 部 面 及 び 低 部 面 に キ ー が 備 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト の ス イ ン グ が 検 出 さ れ る と 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 高 部
面 及 び 前 記 低 部 面 に 備 え ら れ た キ ー の 少 な く と も 一 つ の 動 作 を 一 時 遮 断 す る よ う に 制 御 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 低 部 面 に 備 え ら れ た キ ー は 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト の ス イ ン グ に よ っ て 開 閉 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 低 部 面 に 備 え ら れ る キ ー と 前 記 段 差 面 に 備 え ら れ る キ ー と は 、 一 つ の パ ッ ド に 形 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 通 信 端 末 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 韓 国 特 許 出 願 番 号 １ ０ － ２ ０ ０ ５ － ０ １ ０ １ ５ ２ ７ 及 び １ ０ － ２ ０ ０ ５ － ０ １
３ ５ ０ １ ９ の 優 先 権 を 主 張 す る も の で あ り 、 そ の 内 容 は こ こ に 享 有 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 端 末 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 個 人 携 帯 用 通 信 端 末 機 は 、 技 術 的 に 大 き く 発 展 し て き て お り 、 こ れ に 伴 っ て 通 信
端 末 機 の デ ザ イ ン も よ り 多 様 化 し 、 バ ー 型 （ bar type） 端 末 機 を 始 め と し て 、 フ リ ッ プ 型
端 末 機 や 折 り 畳 み 型 端 末 機 も 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 の 構 成 を 示 す も の で 、 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 の 分
解 斜 視 図 で あ る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 は 、 本 体 部 １ と 折 り 畳 み 部 ２
と で 構 成 さ れ る 。 本 体 部 １ と 折 り 畳 み 部 ２ と は ヒ ン ジ 結 合 さ れ る 。 し た が っ て 、 そ の ヒ ン
ジ の 回 動 に よ っ て 折 り 畳 み 部 ２ が 本 体 部 １ に 対 し て 開 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 体 部 １ は 、 複 数 の キ ー ４ の 露 出 穴 ７ が 形 成 さ れ た 上 部 カ バ ー ６ と 、 そ の 上 部 カ バ ー ６
の 下 側 に 結 合 さ れ る 下 部 カ バ ー ８ と 、 様 々 な 部 品 が 装 着 さ れ 、 上 部 カ バ ー ６ と 下 部 カ バ ー
８ と の 間 に 挟 ま れ る 回 路 基 板 （ Circuit board） ９ と 、 デ ー タ 入 力 の た め に 上 部 カ バ ー ６
の 下 部 に 結 合 さ れ る キ ー パ ッ ド （ 図 示 せ ず ） と 、 で 構 成 さ れ る 。 該 キ ー パ ッ ド が 上 部 カ バ
ー ６ の 下 部 に 結 合 さ れ る こ と に よ っ て 、 複 数 キ ー ４ が 露 出 穴 ７ か ら そ れ ぞ れ 露 呈 す る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 折 り 畳 み 部 ２ は 、 様 々 な デ ー タ を 画 像 で 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス （ 通 常 Ｌ Ｃ Ｄ （
Liquid Crystal Display） を 採 用 す る ） ３ と 、 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス ３ を 保 護 す る 折 り 畳
み 部 ハ ウ ジ ン グ ５ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 に お い て 、 ヒ ン ジ 回 動 で 折 り 畳 み
部 ２ が 開 い た 後 に キ ー ４ が 押 下 さ れ る こ と に よ っ て 、 デ ー タ 入 力 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 最 近 で は 、 通 信 端 末 機 で 支 援 可 能 な 通 信 サ ー ビ ス が 多 様 化 す る に 伴 い 、 折 り 畳 み 型 通 信
端 末 機 に 続 い て 、 ス ラ イ ド 型 や ス イ ン グ 型 の 端 末 機 も 開 発 さ れ て き て い る 。 な か で も ス ラ
イ ド 型 端 末 機 が 広 く 使 用 さ れ て い る が 、 端 末 機 を 介 し た デ ジ タ ル 放 送 サ ー ビ ス の 開 始 に 伴
っ て ス イ ン グ 型 端 末 機 の 開 発 も 続 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 現 在 市 販 中 の 通 信 端 末 機 の 類 型 に は 、 バ ー 型 、 フ リ ッ プ 型 、 折 り 畳 み 型 、 ス ラ イ ド 型 及
び ス イ ン グ 型 が あ る 。 こ れ ら の 類 型 の う ち 、 フ リ ッ プ 型 、 折 り 畳 み 型 、 ス ラ イ ド 型 及 び ス
イ ン グ 型 は 、 本 体 と 、 該 本 体 の 上 部 に 構 造 的 に ま た 電 気 的 に 結 合 さ れ 、 あ る 程 度 自 由 に 動
か す こ と の で き る 可 動 部 と か ら な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 端 末 機 メ ー カ で は 、 端 末 機 の 小 型 化 に 努 力 を 続 け て い る が 、 支 援 す べ き サ ー ビ ス の 多 様
化 及 び 各 サ ー ビ ス の 高 品 質 化 に つ れ て 、 端 末 機 の 小 型 化 に も 難 題 が 増 え て い る 。 特 に 、 端
末 機 の 小 型 化 は キ ー の 配 置 に 大 き く 左 右 さ れ る が 、 端 末 機 の 小 型 化 の た め に キ ー の 個 数 を
減 ら し た り 、 キ ー を 小 さ く す る と 、 使 い 勝 手 が 悪 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 背 景 技 術 の 限 界 及 び 不 利 益 を 解 決 す る た め の も の で 、 そ の 目 的 は 、 通 信 端 末 機
の 小 型 化 に 符 合 し な が ら も 、 様 々 な 通 信 サ ー ビ ス を 支 援 す る の に 充 分 な 形 態 の キ ー を 備 え
た 通 信 端 末 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 キ ー 入 力 エ ラ ー を 最 小 限 に 抑
え る よ う に キ ー の 動 作 を 制 御 で き る 通 信 端 末 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 、 特 徴 、 効 果 は 、 実 施 形 態 を 含 む 以 下 の 説 明 か ら 把 握 さ れ 、 ま た 実 践
に よ り 理 解 さ れ る 。 上 記 以 外 の 目 的 及 び 効 果 も 、 図 面 と 共 に 示 す 以 下 の 説 明 及 び 特 許 請 求
の 範 囲 で 提 示 さ れ る 構 成 に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 通 信 端 末 機 は 、 第 １ ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 第 １ ハ
ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状 態 に 結 合 す る 第 ２ ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状
態 で の 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ の 動 き に 応 じ て 、 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ 及 び 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ
の い ず れ か に 備 え ら れ た デ ー タ 入 力 部 （ Input part） の 動 作 を 遮 断 （ interrupt） す る 制
御 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 構 成 を 第 １ 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 第 １ ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状 態 で ス イ ン グ す
る こ と が で き る 。 こ の と き 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ が 一 定 角 度 ス イ ン
グ す る ま で 前 記 デ ー タ 入 力 部 の 動 作 を 遮 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 ２ ハ ウ ジ ン グ の 動 き が 検 出 さ れ た 時 か ら 一 定
時 間 、 前 記 デ ー タ 入 力 部 の 動 作 を 遮 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 デ ー タ 入 力 部 は 、 少 な く と も 一 つ の キ ー を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 通 信 端 末 機 は 、 高 部 面 及 び 低 部 面 が 形 成 さ れ た
本 体 ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 高 部 面 と 低 部 面 と の 間 の 段 差 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 入 力 部 と 、 前 記
低 部 面 に 対 面 し た 状 態 で ス イ ン グ す る 上 部 ハ ウ ジ ン グ と 、 を 備 え る 構 成 を 第 ２ 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ が ス イ ン グ す る か 否 か を 判 定 し 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ
が ス イ ン グ し た と 判 定 し た 場 合 に 、 前 記 第 １ 入 力 部 に よ る 入 力 動 作 を 非 活 性 化 す る よ う に
制 御 す る 制 御 ユ ニ ッ ト を さ ら に 備 え る 。 当 該 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ の ス イ
ン グ が 検 出 さ れ た 時 か ら 一 定 時 間 、 前 記 第 １ 入 力 部 に よ る 入 力 動 作 を 非 活 性 化 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ の ス イ ン グ に よ る 回 転 角 度 が 一
定 水 準 に 達 す る ま で 、 前 記 第 １ 入 力 部 に よ る 入 力 動 作 を 非 活 性 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 本 体 ハ ウ ジ ン グ の 高 部 面 に 第 ２ 入 力 部 を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 ま た 、 前 記 本 体
ハ ウ ジ ン グ の 低 部 面 に 第 ３ 入 力 部 を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 こ の 第 ３ 入 力 部 は 、 前 記 上
部 ハ ウ ジ ン グ の ス イ ン グ に よ っ て 開 閉 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 第 １ 入 力 部 は 、 少 な く と も 一 つ の キ ー を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 上 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 低 部 面 に 対 面 す る 面 の 反 対 面 に 、 少 な く と も
一 つ の 出 力 部 （ output part） を 備 え る 。 こ の 出 力 部 は 、 デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 通 信 端 末 機 は 、 高 部 面 、 低 部 面 、 及 び こ れ ら 高
部 面 と 低 部 面 と の 間 に 形 成 さ れ 少 な く と も 一 つ の キ ー を 含 む 段 差 面 を 有 す る 本 体 と 、 前 記
低 部 面 に 結 合 さ れ 、 該 低 部 面 に 対 面 し た 状 態 で ス イ ン グ す る デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト と 、 前
記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト が ス イ ン グ す る か 否 か を 判 定 し 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト が ス
イ ン グ し た と 判 定 し た 場 合 に 、 前 記 キ ー の 動 作 を 一 時 遮 断 （ interrupt） す る よ う に 制 御
す る 制 御 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 構 成 を 第 ３ 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 本 体 の 高 部 面 及 び 低 部 面 に は キ ー が 備 え ら れ 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ
ッ ト の ス イ ン グ が 検 出 さ れ る と 、 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 高 部 面 及 び 前 記 低 部 面 に 備 え
ら れ た キ ー の 少 な く と も 一 つ の 動 作 を 一 時 遮 断 す る よ う に 制 御 す る 。 前 記 低 部 面 に 備 え ら
れ た キ ー は 、 前 記 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト の ス イ ン グ に よ っ て 開 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 低 部 面 に 備 え ら れ る キ ー と 前 記 段 差 面 に 備 え ら れ る キ ー と は 、 一 つ の パ ッ ド に 形 成
し た も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に 関 す る 上 記 の 広 範 な 記 載 及 び 下 記 の 詳 細 な 記 載 は 、 例 示 及 び 説 明 と 、 特 許 請 求
の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 の さ ら な る 理 解 を 提 供 す る た め の も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 通 信 端 末 機 に よ れ ば 、 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト が ス イ ン グ す る 空 間 を 生 か し 、 高
部 面 及 び 低 部 面 の 間 の 段 差 面 を 本 体 に 形 成 し た た め 、 多 様 で 高 品 質 の サ ー ビ ス を 支 援 す る
た め の キ ー を さ ら に 配 置 す る 空 間 を 確 保 す る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 本 発 明 で は 、
本 体 に 形 成 さ れ る 高 部 面 、 低 部 面 、 及 び そ の 間 の 段 差 面 に キ ー を 配 置 で き 、 多 様 な キ ー の
活 用 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ の 動 き を 検 出 し て デ ー タ 入 力 部 の 動 作 を 適 宜 制 御 し
て い る た め 、 使 用 者 が 上 部 ハ ウ ジ ン グ を 動 か し な が ら 誤 っ て デ ー タ 入 力 を 発 生 さ せ て し ま
う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ス ラ イ ド 型 端 末 機 に お い て 上 部 ハ ウ ジ ン グ を ス
ラ イ ド ア ッ プ （ slide up） ま た は ス ラ イ ド ダ ウ ン （ slide down） さ せ る 過 程 で 誤 っ て キ ー
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を 押 し て し ま っ て も 、 そ の 時 の 入 力 デ ー タ は 無 視 さ れ る た め 、 デ ー タ 入 力 エ ラ ー を 防 ぐ こ
と が で き る 。 ま た 、 ス イ ン グ 型 端 末 機 に お い て 上 部 ハ ウ ジ ン グ を ス イ ン グ （ swing） さ せ
る 過 程 で 誤 っ て キ ー を 押 し て し ま っ て も 、 そ の 時 の 入 力 デ ー タ は 無 視 さ れ る た め 、 デ ー タ
入 力 エ ラ ー を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 通 信 端 末 機 で は 、 段 差 面 キ ー を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 使 用 者 が キ ー を
押 下 す る と き の ク リ ッ ク 感 を 向 上 さ せ 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 通 信 端 末 機 の 好 適 な 実 施 形 態 を 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説
明 す る 。 図 中 、 同 じ 又 は 類 似 の 要 素 に は 極 力 共 通 の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 は 、 本 体 と 、 そ の 本 体 の 上 部 に 構 造 的 に ま た 電 気 的 に 結 合 さ れ
、 あ る 程 度 自 由 に 動 か す こ と の で き る 可 動 部 と 、 を 備 え る 構 造 を 有 す る 。 本 体 の 内 部 は 本
体 ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 保 護 さ れ 、 本 体 の 上 部 に 結 合 さ れ る 可 動 部 の 内 部 は 上 部 ハ ウ ジ ン グ
に よ っ て 保 護 さ れ る 。 例 え ば 、 本 体 の 上 部 に 結 合 さ れ る 可 動 部 は デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト で
あ り 、 該 デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト が 上 部 ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 本 体 を 本 体 ハ ウ ジ ン グ と し て 説 明 し 、 本 体 に 結 合 さ れ る 可 動
部 を 上 部 ハ ウ ジ ン グ と し て 説 明 す る 。 す な わ ち 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ は 本 体 に 該 当 し 、 上 部 ハ
ウ ジ ン グ は 、 本 体 に 結 合 さ れ る 可 動 部 に 該 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状 態 で 動 く 構
造 を も つ 。 特 に 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 段 差 （ step） を 形 成 し 、 そ の 本 体 ハ ウ ジ ン グ の 低 部 面
に 対 面 し た 状 態 で 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 動 く 。 本 発 明 で は 、 段 差 を 形 成 す る に 当 た り 、 キ ー の
配 置 を 多 様 化 す る た め に 高 部 面 と 低 部 面 と の 間 に 段 差 面 を 置 い た 。 そ し て 、 そ の 段 差 面 に
は 少 な く と も 一 つ の キ ー が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 は 、 ス ラ イ ド 型 端 末 機 や ス イ ン グ 型 端 末 機 と
す る こ と が で き る 。 し か し 、 本 発 明 は 他 の 類 型 の 通 信 端 末 機 に も 十 分 に 適 用 可 能 で あ り 、
よ っ て 、 本 発 明 を ス ラ イ ド 型 端 末 機 や ス イ ン グ 型 端 末 機 に 限 定 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 通 信 端 末 機 は 、 上 記 の よ う に 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状 態
で 動 く こ と に 応 じ て 、 デ ー タ 入 力 の た め に 備 え ら れ た 部 分 （ 例 え ば 、 キ ー ） が 制 御 さ れ る
。 言 い 換 え る と 、 通 信 端 末 機 に 備 え ら れ た 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し た 状
態 で の 上 部 ハ ウ ジ ン グ の 動 き に 応 じ て 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ や 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 備 え ら れ た キ
ー の 動 作 を 一 時 的 に 遮 断 （ interrupt） す る 、 ま た は 、 一 時 的 に 非 活 性 化 （ disable） す る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 本 発 明 の 通 信 端 末 機 に つ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 特 に 、 以
下 で は ス イ ン グ 型 端 末 機 を 例 に 挙 げ て 説 明 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ス ラ イ ド 型 端 末 機
な ど に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ は 、 ス イ ン グ 型 端 末 機 に お い て 上 部 ハ ウ ジ ン グ の 動 作 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に よ る 端 末 機 は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ に 対 面 し
た 状 態 で 動 く 。 本 例 の 上 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ の 上 部 面 に 対 面 し た 状 態 で ス イ
ン グ す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 端 末 機 は 、 こ の 上 部 ハ ウ ジ ン グ の 動 き 状 態 を 認 識 す る ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を
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備 え る 。 当 該 ス イ ッ チ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ が ス イ ン グ す る 際 に 押 下 さ れ る よ う に 構 成 さ れ
る 。 し た が っ て 、 図 ２ の よ う に 上 部 ハ ウ ジ ン グ が ス イ ン グ ま た は 回 転 す る と 、 ス イ ッ チ が
押 下 さ れ る 。 ま た 、 こ の ス イ ッ チ の 状 態 変 化 に よ っ て 上 部 ハ ウ ジ ン グ の 動 き を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 端 末 機 は 、 当 該 ス イ ッ チ の 押 下 時 か ら 所 定 時 間 の 間 、 端 末 機 に 備 え ら れ た
キ ー の 一 部 ま た は 全 部 を 一 時 的 に 入 力 遮 断 （ interrupt） の 状 態 に す る 。 す な わ ち 、 上 部
ハ ウ ジ ン グ が ス イ ン グ し 始 め た 時 か ら 一 定 時 間 、 キ ー を 非 活 性 化 （ disable） す る 。 し た
が っ て 、 こ の 一 定 時 間 の 間 は 、 キ ー が 押 下 さ れ て も デ ー タ 入 力 と し て 処 理 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ １ と 、 こ の 本 体 ハ ウ
ジ ン グ １ １ に 動 的 に 結 合 さ れ る 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ と 、 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 上 部 に 結 合 さ れ る 。 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ １
は 、 第 １ デ ー タ 入 力 部 １ ２ 、 第 １ 出 力 部 １ ３ 及 び 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ を 備 え る 。 上 部 ハ ウ ジ
ン グ １ ６ は 、 第 ２ デ ー タ 入 力 部 １ ７ 及 び 第 ２ 出 力 部 １ ８ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ は 、 キ ー や タ ッ チ パ ッ ド 等 、 使 用 者 が デ ー タ 入 力
の た め に 操 作 す る も の で あ る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ 出 力 部 １ ３ ， １ ８ は 、 液 晶 表 示 デ バ イ
ス （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の よ う な デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス 、 ス ピ ー カ ー の よ う な 音 声 出 力 デ バ イ ス な ど
で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ 及 び 第 ２ 出 力 部 １ ３ ， １ ８ は 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ に よ っ て 処 理 さ
れ た デ ー タ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 結 合 し 、 ま た 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 対
面 し た 状 態 で 動 く 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 対 し て 動 く か 否 か を
判 定 す る 。 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ の 動 き を 検 出 す る た め に 、 前 述 し た
ス イ ッ チ と 連 動 す る 。 該 ス イ ッ チ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 対 し て
動 く と き に 押 下 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 ス イ ッ チ が
押 下 さ れ て い る か 否 か に よ っ て 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ の 動 き 状 態 を 判 定 す る 。 例 え ば 、 上 部
ハ ウ ジ ン グ １ ６ の 動 き は 、 ス ラ イ ド 型 端 末 機 で は ス ラ イ ド ア ッ プ ま た は ダ ウ ン 動 作 を 、 ス
イ ン グ 型 端 末 機 で は ス イ ン グ 動 作 を 指 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ の 動 き が 検 出 さ れ る と 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 デ ー タ 入 力 部 １ ２ ，
１ ７ の 全 部 ま た は 一 部 の 動 作 を 遮 断 す る 。 こ れ に よ り 、 該 当 す る デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７
は 非 活 性 化 （ disable） さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 で は デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ に 対 す る 非 活 性 化 時 間 を 設 定 す る 。 し た が っ て 、 制
御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ の 動 き が 検 出 さ れ た 時 か ら 非 活 性 化 時 間 が 終 わ る
ま で 、 デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ の 動 作 を 非 活 性 化 す る 。 非 活 性 化 時 間 が 終 わ る と 、 制 御 ユ
ニ ッ ト １ ４ は 、 該 当 す る デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ の 動 作 を 活 性 化 （ enable） す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ が 動 き 始 め た 時 か ら 動 き が 止 ま る ま で
、 デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ の 動 作 を 非 活 性 化 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 降 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ の 動 き が 止 ま る と 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 該 当 す る デ ー タ 入
力 部 １ ２ ， １ ７ の 動 作 を 活 性 化 （ enable） す る 。 例 え ば 、 ス ラ イ ド 型 端 末 機 で は 、 進 行 し
て い た ス ラ イ ド ア ッ プ 動 作 が 止 ま る 、 ま た は 、 進 行 し て い た ス ラ イ ド ダ ウ ン 動 作 が 止 ま る
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と 、 該 当 す る デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ の 動 作 を 活 性 化 （ enable） す る 。 ま た 、 ス イ ン グ 型
端 末 機 で は 、 ス イ ン グ 動 作 が 止 ま る と 該 当 す る デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ の 動 作 を 活 性 化 （
enable） す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ が 動 き 始 め た 時 に 一 時 的 に デ ー タ 入 力 部 １ ２
， １ ７ の 動 作 を 非 活 性 化 す る よ う に し て も 良 い 。 例 え ば 、 ス イ ン グ 型 端 末 機 で は 、 上 部 ハ
ウ ジ ン グ １ ６ が 一 定 角 度 ス イ ン グ す る ま で の 一 時 的 に デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ の 動 作 を 非
活 性 化 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 の 本 発 明 は フ リ ッ プ 型 ま た は 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 に も 適 用 可 能 で あ る 。 す な わ ち
、 フ リ ッ プ 型 通 信 端 末 機 で は 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 フ リ ッ プ が 開 い た 時 か ら 一 定 時 間 、
キ ー の 動 作 を 非 活 性 化 す る こ と が で き 、 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 で は 、 折 り 畳 み 部 が 開 い た
時 か ら 一 定 時 間 、 キ ー の 動 作 を 非 活 性 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 述 し た よ う に 、 デ ー タ 入 力 部 １ ２ ， １ ７ は 、 複 数 キ ー や タ ッ チ パ ッ ド な ど で あ る た め
、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ が 動 く 際 に 複 数 キ ー や タ ッ チ パ ッ ド か ら 入 力
さ れ る デ ー タ を 無 視 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 特 に 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ が 動 く か 否 か に 応 じ 、 以 下 に 言 及
さ れ る 段 差 面 キ ー の 動 作 を 制 御 す る こ と が 最 も 好 ま し い 。 こ の 段 差 面 キ ー と そ の 動 作 制 御
に つ い て 以 下 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ４ 乃 至 図 ７ は 、 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 を 示 す 詳 細 図 で 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ が ス イ ン グ
自 在 に 本 体 に 結 合 さ れ る ス イ ン グ 型 端 末 機 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 閉 じ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ が
開 い た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 通 信 端 末 機 は 、 段
差 が 形 成 さ れ た 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 そ の 低 部 面 ３ ０ に 対 面 し た 状 態 で ス イ ン グ す る 上
部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 特 に 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に お い て 、 高 部 面 ３ １ と 低 部 面 ３ ０ と の 境 界 部 分 は 傾 斜 し て
形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に お い て 高 部 面 ３ １ と 低 部 面 ３ ０ と の 間 に
段 差 面 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 通 信 端 末 機 は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に デ ー タ 出 力 の た め の デ ィ ス プ レ イ デ バ イ
ス を 備 え る 。 こ の デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 、 低 部 面 に 対 面 し た 面
の 反 対 面 に 形 成 さ れ る 。 こ の デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス と デ ィ ス プ レ イ デ バ イ ス を 保 護 す る 上
部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ と が 結 合 し て 一 つ の デ ィ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の 通 信 端 末 機 は 、 デ ー タ 入 力 の た め の キ ー ４ ０ ， ４ １ ， ４ ２ を 備 え る 。 下 部 キ ー
４ ０ は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に お い て 低 部 面 ３ ０ に 形 成 さ れ る 。 上 部 キ ー ４ １ は 、 本 体 ハ
ウ ジ ン グ １ ０ に お い て 高 部 面 ３ １ に 形 成 さ れ る 。 中 間 キ ー 、 す な わ ち 、 段 差 面 キ ー ４ ２ は
、 高 部 面 ３ １ と 低 部 面 ３ ０ と の 間 の 段 差 面 ３ ２ に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 の キ ー ４ ０ ， ４ １ ， ４ ２ の 中 で 、 低 部 面 ３ ０ に 配 置 さ れ た キ ー ４ ０ は 、 上 部 ハ ウ ジ
ン グ ２ ０ の ス イ ン グ に よ っ て 開 閉 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 上 記 の キ ー ４ ０ ， ４ １
， ４ ２ の 中 で 、 段 差 面 ３ ２ に 配 置 さ れ た 段 差 面 キ ー ４ ２ も 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の ス イ ン
グ に よ っ て 開 閉 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る と 良 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ が ス イ ン グ し 開 い た 状 態 で は 、 低 部 面 ３ ０ に 配 置 さ れ た 下 部 キ ー ４
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０ 及 び ／ 又 は 段 差 面 キ ー ４ ２ は デ ー タ 入 力 の た め に 動 作 す る 。 一 方 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０
が ス イ ン グ し 閉 じ た 状 態 で は 、 低 部 面 ３ ０ に 配 置 さ れ た 下 部 キ ー ４ ０ 及 び ／ 又 は 段 差 面 キ
ー ４ ２ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に よ っ て 遮 蔽 さ れ 、 デ ー タ 入 力 の た め の 動 作 も ま た 遮 断 さ
れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 高 部 面 ３ １ に 配 置 さ れ た 上 部 キ ー ４ １ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の ス イ ン グ に か か わ ら ず
常 に 開 放 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 述 の 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ が ス イ ン グ す る 時 に デ ー タ 入 力 の た め の キ
ー ４ ０ ， ４ １ ， ４ ２ の 動 作 を 制 御 す る 。 制 御 ユ ニ ッ ト が キ ー ４ ０ ， ４ １ ， ４ ２ の 動 作 を 制
御 す る 手 順 に つ い て は 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 参 照 し て 後 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ は 、 通 信 端 末 機 の キ ー が 装 着 さ れ た キ ー パ ッ ド を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ７ は 、 通 信
端 末 機 の キ ー パ ッ ド の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に お い て 低 部 面 ３ ０ に 配 置 さ れ る 下 部 キ ー ４ ０
と 、 段 差 面 ３ ２ に 配 置 さ れ る 段 差 面 キ ー ４ ２ と は 、 一 つ の キ ー パ ッ ド ４ ３ に 形 成 さ れ る 。
本 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 複 数 の 穴 を 有 し 、 こ れ ら の 穴 か ら 、 キ ー パ ッ ド ４ ３ に 形 成 さ れ た
キ ー ４ ０ ， ４ ２ と 、 別 の キ ー パ ッ ド に 形 成 さ れ た キ ー ４ １ が 露 呈 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 好 ま し く は 、 段 差 面 ３ ２ に 形 成 さ れ る 段 差 面 キ ー ４ ２ は 、 台 形 の タ ッ チ 面 を 有 す る 。 ま
た 、 段 差 面 キ ー ４ ２ の 下 部 に は 、 通 常 の キ ー ア ク チ ュ エ ー タ （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ る 。
こ の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 段 差 面 キ ー ４ ２ の 数 ｍ ｍ 下 部 に 位 置 す る 。 好 ま し く は 、 １ ｍ ｍ 下
部 に 位 置 し て 、 段 差 面 キ ー ４ ２ の 動 作 成 功 率 を 高 め 、 ク リ ッ ク 感 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 前 述 し た 制 御 ユ ニ ッ ト が 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ の ス イ ン グ に よ っ て デ ー タ 入 力 の た め
の キ ー ４ ０ ， ４ １ ， ４ ２ の 動 作 を 制 御 す る 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 の デ ー タ 入 力 制 御 手 順 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
り 、 図 ９ は 、 デ ー タ 入 力 部 の 遮 断 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 通 信 端 末 機 が 電 源 オ ン （ power on） さ れ る と （ Ｓ １ ０ ） 、 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 上 部 ハ ウ ジ
ン グ ２ ０ が 動 く か 否 か を 判 定 す る （ Ｓ １ １ ） 。 す な わ ち 、 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 上 部 ハ ウ ジ ン
グ ２ ０ が ス イ ン グ す る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 時 、 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 述 の ス イ ッ チ か ら
の 印 加 信 号 に 基 づ い て 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ が ス イ ン グ し た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ が 動 い た こ と が 検 出 さ れ る と 、 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 デ ー タ 入 力 部 、 す
な わ ち 、 キ ー の 動 作 を 一 時 遮 断 す る （ Ｓ １ ２ ） 。 こ れ に よ り 、 該 当 す る キ ー は 非 活 性 化 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ８ に は 、 キ ー の 動 作 を 制 御 す る た め の 非 活 性 化 時 間 を 設 定 し た 場 合 を 示 し て い る の で
、 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 動 き が 検 出 さ れ た 時 に キ ー を 遮 断 し 、 そ れ か ら
非 活 性 化 時 間 を カ ウ ン ト す る た め の タ イ マ ー を 起 動 す る 。 以 降 、 非 活 性 化 時 間 が 終 わ る と
、 該 当 す る キ ー の 遮 断 を 解 除 す る （ Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ に よ り 、 キ ー の 動 作 は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 動 き が 検 出 さ れ た 時 か ら 非 活 性 化 時
間 の 間 、 非 活 性 化 さ れ 、 そ の 非 活 性 化 時 間 が 経 つ と 動 作 が 正 常 化 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ９ に お い て 、 矢 示 時 点 Ｓ が 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 動 き 始 め た 時 点 で あ る 。 制 御 ユ ニ ッ ト
は 、 時 点 Ｓ か ら Ｔ 時 間 の 間 、 キ ー の 動 作 を 非 活 性 化 す る 。 こ こ で は 、 Ｔ を 約 １ 秒 と す る が
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、 こ の Ｔ は 、 端 末 機 の 機 種 や 動 作 モ ー ド ご と に 別 に 定 め て 良 い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 説 明 し て き た 内 容 か ら 、 当 業 者 に と っ て 本 発 明 の 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々
の 変 更 及 び 修 正 が 可 能 で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 、 上
記 の 具 体 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 め ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 の 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 の 構 成 を 示 す も の で 、 折 り 畳 み 型 通 信 端 末 機 の 分 解
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ス イ ン グ 型 端 末 機 に お け る 上 部 ハ ウ ジ ン グ の 動 作 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 に お い て 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 閉 じ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 に お い て 上 部 ハ ウ ジ ン グ が 開 い た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 に お い て キ ー が 装 着 さ れ た キ ー パ ッ ド を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 の キ ー パ ッ ド を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る デ ー タ 入 力 制 御 手 順 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 通 信 端 末 機 に お い て デ ー タ 入 力 部 の 遮 断 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン
グ 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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